
（様式第４号） 上田市丸子公民館運営審議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市丸子公民館運営審議会  

２ 日   時 令和 5 年 7 月 24 日 午前 9 時 15 分から午前 10 時 45 分まで  

３ 会   場 丸子公民館 3 階 会議室  

４ 出 席 者 竹花のり子 委員、寺尾雄二郎 委員、吉澤基 委員、吉村かつえ 委員  

５ 市側出席者 小林公民館長、中村次長、小林補佐、高野係長、永井主任  

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和 5 年 7 月 24 日  

協  議  事  項  等 
 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）上田市公の施設における使用料等の考え方（案）の概要について(事務局説明) 

事務局：すでに住民説明会を実施する中で、冷暖房費含む利用料の負担増加により、活動回数の減少が見

込まれるという意見が出ており、その点も含め検討していく。利用料金は、公共料金であり、社会

経済情勢に合わせ、今後も定期的に料金改定があると認識していただく必要がある。 

委員：7/14 の信毎記事に掲載されたが、今後ある程度受益者負担が必要だと思う。税収減、持続可能性

などの行政課題に対し、将来の子供たちに負担やツケを回さないためにも、特に冷暖房費などの費

用について、使用量に応じた負担を求めるのは必要なことだと思う。 

委員：竹花委員と同じ考え。特に冷暖房費は、自己負担になることで、設定温度や使用時間等の適切な

使用が期待できると思う。  

委員：冷暖房費は、利用状況に応じ、差が大きいと思う。公民館運営の費用についていえば、人件費等 

管理コストが大きい。しかし、土日など職員がいない時間帯の適正な使用と公平な使用料負担のた

め、管理コストを抑えつつ、料金徴収を自動化するなどの方法を含め、見直しの検討すべきである。

昨今の公共料金値上げを踏まえ、公民館利用料に受益者負担を求めるのも仕方ないと思う。 

委員：今後の見直しの中で、実際どのあたりが変更になるのか？  

事務局：冷暖房費の徴収を自動化することを含め、利用料の算定基準や負担割合について、見直しの検討

をしていきたい。公民館についていえば、負担割合については、公民館利用者団体登録制度を含め、

総合的に検討していく方針である。 

  

（２）公民館分館三役の見直しの方向性について(事務局説明) 

委員：人権同和教育推進委員の委嘱廃止は決定事項か？ 

事務局：その通り。 

委員：これは、個人というより組織活動だと思う。廃止は賛成。 

委員：アンケート内容充実している。時間をかけて資料を読み込みたい。 

委員：アンケートの量や内容が多く、集計が大変だったと思う。地域活動の理想は、皆が参加する事だ

と思う。自分の経験としては、任期２年を２回やるという地域の慣例のようなものがあったが、１



期務めて交代してもらった。任期が長くなると役員を受ける負担が大きくなるし、任期が可能な限

り少ない方が多くの人が役員を経験できると思う。役員は仕事量が多く役割が大きいため、報酬を

もっと増やすべき。また、消防団など重要な地域活動についてその必要性をもっと説くべき。自治

会組織は、男性・シニアが中心で飲み会の様になりがちだが、転ばぬ先の杖として防災テーマの取

組事例や除草のための機械の貸借りなど、地域課題のために必要な活動を促すきっかけがあると思

う。また、地域の独自性を踏まえつつ、役員任期など自治会組織のルールについて市として統一的

な基準整備も必要なのではないか。 

委員：地域の防災活動に関して、民生委員の時に高齢者の一人世帯のマップを作成した。作成したマッ

プは今も活用されていると聞く。 

委員：そういったマップ作成は、今後も継続して内容を更新していくことが必要だと思う。 

委   委員：一人の役員の任期が長く、なかなか引受け手が見つからないという話をよく聞く。課題に対して

多くの意見が寄せられていることをしっかり踏まえて、見直しと検討を行ってほしい。 

 

（３）丸子地域国際交流イヤーについて(事務局説明) 

委員：WCIは、コロナ自粛明けのこの時期に内容として素晴らしい事業だったと思う。受入れをした知 

人から感想が寄せられたのでこの場で共有したい。「子供たちがすごく喜んだ。一生の思い出とし

て宝物になった。帰国後、現在も喪失感がすごくある。」(以上、感想。)来年度のﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ市郡

への訪問事業も楽しみにしている。 

委員：ケーブルテレビで放送を見て交流の様子がわかった。合併後は、交流の範囲が本当に広がった

と思う。今度のﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ市郡からの訪問団の交流先として、上田養護学校もぜひ検討に加えて

ほしい。  

委    委員：WCIは、自分も２度受入れをしたことがあるが、帰国後の喪失感は本当にその通り。そのくらい

充実した体験ができると思う。  

委員：来年度のﾌﾞﾙｰﾑﾌｨｰﾙﾄﾞ市郡への訪問事業も内容を共有してもらい、できる協力をしていきたい。  

 

（４）その他 

事務局：丸子地域駅伝大会の代替えとして、ウォーキング大会の開催を分館対抗にするかを含めて検討

している。安協やノルディック協会、スポーツ推進委員会など関係団体と協議し、開催に向けて

調整していく。 

委員：10/24 に子どもの明日を考える集いで講演会開催予定。丸子文化会館小ホールで 18：30 から。

講師は長野大学の早坂先生。チラシができたところで案内します。  

事務局：10 月以降人権テーマのイベント開催。まず、「みんなの人権セミナー」が、10/12、11/9、両

日 18：30 から予定。12 月には「ふれあい人権の集い」の開催も予定。その他、「信州上田丸子

夏期大学」も 8 から 9 月にかけて開催予定。チラシができ次第、配布等周知活動を行っていく。 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

 


